







































で，「指導的地位に占める女性比率を 2020 年までに 30％にする」という政府の目標値（１）がにわか



























性比率 32.1％に対して，管理的職業従事者は 12.7％にとどまる（総務省「労働力調査」  2016）。労
働者全体に占める女性の割合に比して，管理職に占める女性の割合は格段に低い実態にあり，この
乖離が OECD 先進国の中でも際立っている。
　表 1 は，役職別の女性比率を規模別，産業別に比較したものである。係長が 17.0％に対して，部
長は 6.2％と高い役職で女性の比率が低く，大卒・大学院卒者については，女性の年齢構成が若年














全体計 役職計 部長 課長 係長
100 人以上・産業計 32.0 11.9 6.2 9.8 17.0
　うち大学・大学院卒 25.2 7.6 4.2 5.9 12.2
規模別
　1,000 人以上 28.4 10.1 5.0 7.9 14.7
　500〜999 人 33.9 13.4 6.4 10.7 19.5
　100〜499 人 35.7 14.0 7.4 12.3 19.4
産業別
　建設業 13.6 3.3 0.1 2.2 7.8
　製造業 18.4 5.2 1.9 3.9 7.9
　情報通信業 19.8 10.7 6.0 7.7 16.7
　運輸業，郵便業 11.4 7.0 4.2 6.3 8.4
　卸売業，小売業 27.6 8.2 1.3 5.6 14.0
　金融業，保険業 54.9 17.4 5.8 10.3 34.3
　不動産業，物品賃貸業 31.8 12.5 4.0 8.1 23.8
　学術研究，専門・技術サービス業 18.6 7.8 4.9 7.2 10.2
　宿泊業，飲食サービス業 37.0 13.8 6.9 10.8 18.7
　生活関連サービス業，娯楽業 41.9 14.8 5.0 14.3 18.9
　教育，学習支援業 39.0 27.4 19.6 24.7 33.1
　医療，福祉 70.7 49.2 31.0 51.6 56.6
　出所：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（2015）






























総数（10 人以上） 76.7 100.0 47.7 14.2 14.6 0.8 5.0 10.4 9.4 22.6 1.5 25.8 0.1
企業規模別
5,000 人以上 95.9 100.0 68.2 39.9 15.5 9.6 6.2 10.0 2.1 23.1 2.5 15.1 －
1,000 〜 4,999 人 97.7 100.0 69.9 32.3 24.0 11.6 9.9 7.8 3.2 19.9 2.4 11.9 －
300 〜 999 人 96.7 100.0 69.9 31.3 22.3 4.2 6.4 9.9 2.6 21.9 1.9 10.8 －
100 〜 299 人 94.9 100.0 65.3 23.5 17.8 2.0 7.7 12.6 5.8 21.8 2.1 14.5 －
30 〜 99 人 85.3 100.0 54.7 15.9 14.8 1.4 5.3 11.3 5.8 20.7 1.7 22.9 0.4
10 〜 29 人 70.4 100.0 40.4 11.0 13.4 0.0 4.4 9.7 12.1 23.8 1.3 29.8 －
　出所：厚生労働省「平成 25 年度雇用均等基本調査」
　注 1：「女性管理職が少ない」とは，女性管理職比率が「1 割未満」のケースである。






































だという見方から批判もなされている（Blackburn, et al. 2002 など）。
　選択の傾向が男女間で異なることを示す研究として，アメリカの心理学者の Pinker（2008）が
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